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第46号

　

第
51
回
在
京
白
堊
会
総
会
・
懇

親
会
を
、
５
月
11
日
㈯
、
日
暮
里

の
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
開
催
し

ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
親
睦
は
時
空
を

超
え
て
～
温
故
知
新
～
」
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
今
回
の
幹

事
は
、
事
務
局
に
て
募
っ
た
有
志
メ

ン
バ
ー
で
行
い
ま
す
。
コ
ン
パ
ク
ト

な
会
を
志
向
し
、
総
会
・
懇
親
会

の
み
の
シ
ン
プ
ル
な
形
と
し
ま
す

が
、
そ
の
分
、
参
加
し
た
方
々
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
時
間
を

割
け
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

開
催
場
所
は
昨
年
と
同
じ
ホ
テ

ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
す
。
広
い
会

場
を
活
か
し
、
全
員
着
席
形
式
と

し
て
、
ゆ
っ
く
り
懇
談
し
て
い
た

シ
ン
プ
ル
に
交
流
を
楽
し
む

  

５
月
11
日
㈯
ホ
テ
ル 
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
開
催

在京白堊会
2019総会

お 願 い

懇親会最後の校歌斉唱（2018）

同
封
の
振
替
用
紙
に
て
２
０
１
９
年
度

年
会
費
２
０
０
０
円
の
お
振
込
を
お
願

い
し
ま
す
。
お
振
込
は
な
る
べ
く
、
窓

口
で
は
な
く
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
ご
利
用
下
さ
い
。

昨年の懇親会アトラクション

だ
く
予
定
で
す
。

　

テ
ー
マ
に
は
「
年
次
を
超
え
て
、

話
し
合
い
・
飲
み
合
っ
て
親
睦
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う

願
い
を
込

め
て
お
り

ま
す
。
共

通
の
話
題

の
一
助
と

し
て
、
応

援
歌
に
ス

ポ
ッ
ト
を

あ
て
、
応

援
歌
の
カ

ラ
オ
ケ
で

日   時：2019年 5月11日（土）
　　　   総会・懇親会 16 時から
　　　    受付開始 15 時 30分より
場   所： ホテル ラングウッド 
            （〒116-0014 東京都荒川区東日暮里 5-50-5）
参加費：一般8,000円／学生・院生1,000円
                     （在京白堊会平成31年度年会費 2,000円
　　　　　   は別途受付にて納入できます）
●申し込みは、ぜひウェブまたはスマホから
　　　　　 http://bit.ly/hakua2019

第51回在京白堊会総会・懇親会開催概要

曲
名
当
て
早
押
し
ゲ
ー
ム
な
ど
を

準
備
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
し
た
み

な
さ
ま
が
、
年
次
を
超
え
て
、
新
た

に
出
会
い
、
楽
し
く
白
堊
の
輪
を
広

げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
幹
事
一
同

努
め
ま
す
。

　

申
込
は
、
①
同
封
し
た
「
申
込
は

が
き
」
の
返
信
か
、
②
ウ
ェ
ブ
か
ら

の
申
込
を
選
択
い
た
だ
け
ま
す
。
４

月
20
日
㈯
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
で
き
る
だ
け
、郵
便
コ
ス
ト（
１

通
77
円
）
が
か
か
ら
な
い
ウ
ェ
ブ

か
ら
の
申
込
を
優
先
し
て
い
た
だ

く
と
幸
い
で
す
（
こ
の
場
合
は
申
込

は
が
き
の
返
送
は
不
要
で
す
）。

　

当
日
、
ご
一
緒
に
校
歌
を
歌
う
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
幹
事
代
表 

Ｓ
55
年
卒 

伊
藤
総
）

参加者同士の交流が楽しい懇親会

• 日暮里駅南改札口には、エスカレーターやエレベーターの設置があ
りませんので、大きな荷物がある場合には東口をご利用ください。

• 

Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
京
浜
東
北
線
・
常
磐
線
、京
成
線 

　
日
暮
里
駅
南
口
改
札 

徒
歩
１
分

• 

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー 

日
暮
里
駅 

徒
歩
３
分
。

最寄駅

ホテル ラングウッド 交通アクセス

「
ゴ
ル
フ
大
会
」参
加
者
募
集

２
０
１
９
年
10
月
18
日
㈮

第
17
回
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

　

本
年
も
ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ケ

崎
で
開
催
し
ま
す
。
個
人
で
の
参
加

も
可
能
か
つ
、
セ
ル
フ
（
キ
ャ
デ
イ

な
し
）
組
と
キ
ャ
デ
イ
付
組
を
構
成

し
、
ど
な
た
で
も
気
楽
に
参
加
で
き

ま
す
。
ま
た
、
東
京
・
八
重
洲
か
ら

往
復
の
バ
ス
も
準
備
し
、
帰
途
、
バ

ス
車
内
で
年
次
を
超
え
た
懇
親
会

も
計
画
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
会
員

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日
：
２
０
１
９
年
10
月
18
日
㈮

会
場
：
ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

募
集
組
数
：
８
組
（
予
定
）　

※
実
施
要
領
は
ほ
ぼ
昨
年
と
同
じ

で
す
が
、
次
号
会
報
並
び
に
在
京
白

堊
会
Ｈ
Ｐ
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

「
ゴ
ル
フ
大
会
」参
加
者
募
集

第16回ゴルフ大会（2018.10.19 ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎）
は24名が参加。年次対抗戦優勝はS40卒（細越博資、
斎藤修、江尻伸、小林昌彦）、個人戦優勝はS48卒戸田純
さん、ベスグロ賞はS20卒鈴木昭久さん（スコア89）。
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在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
─
─

６
月
22
日
（
土
）
開
催

S63 卒の森知英さん（左）と大津佐知子さん

自
彊
寮
Ｏ
Ｂ
は
ご
連
絡
を
！

ソ
プ
ラ
ノ
大
津
佐
知
子
＆
ピ
アノ
森
知
英

　
　
「
は･

く･

あ･

ぽ
こ
」
と
い
う
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
題
名
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
２
０
１
９
年
１
月
11
日
㈮
、
新
宿
の
マ
エ
ス
ト

ロ
ー
ラ
音
楽
院
で
行
わ
れ
た
。
在
京
白
堊
会
前
会
長
・
馬
場
信
さ

ん
（
Ｓ
41
卒
）
の
ブ
ロ
グ
「A

BA
BA

's

ノ
ー
ト
」
に
同
コ
ン
サ
ー

ト
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
転
載
す
る
。

　

出
演
し
た
の
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
大
津

佐
知
子
、
ピ
ア
ノ
森
知
英
。
と
も
に

昭
和
63
年
卒
の
白
堊
同
窓
で
著
名
な

曲
の
「
星
め
ぐ
り
の
歌
」
な
ど
賢
治

の
世
界
を
彷
彿
と
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、

プ
ッ
チ
ー
ニ
の
歌
劇
『
蝶
々
夫
人
』

か
ら
「
あ
る
晴
れ
た
日
に
」
で
は
、

初
め
イ
タ
リ
ア
語
、
途
中
か
ら
日
本

語
、
そ
し
て
締
め
く
く
り
に
再
び
イ

タ
リ
ア
語
と
歌
い
分
け
て
い
て
面
白

い
趣
向
だ
っ
た
。
そ
れ
も
、
言
語
の

変
わ
り
目
を
感
じ
さ
せ
な
い
１
本
の

流
れ
る
よ
う
な
歌
い
っ
ぷ
り
で
感
心

し
た
。

　

大
津
さ
ん
の
歌
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
と
し
て
の
声
の
素
晴
ら
し
さ
に
加

え
、
表
情
な
ど
も
豊
か
で
聴
き
惚
れ

る
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
。
ま
た
、
森

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
は
も
は
や
一
流
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
ら
し
い
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

の
高
い
卓
越
し
た
演
奏
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｓ
63
卒
同
期
の
二
人

だ
が
、
そ
の
経
歴
が
対
照
的
で
あ
る
。

森
さ
ん
は
、
高
校
時
代
か
ら
頭
角
を

現
し
、
藝
大
を
出
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
第
４
席

入
賞
や
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
の
デ
ュ
プ
ロ
マ
な
ど
数
々
の

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
を
果
た

し
て
き
た
第
一
人
者
。
毎
年
の
リ
サ

イ
タ
ル
で
は
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了

し
て
い
る
。

　

一
方
、
大
津
さ
ん
は
、
高
校
卒
業

後
は
東
京
女
子
大
に
進
み
日
本
文
学

を
専
攻
、
出
版
社
勤
務
の
傍
ら
ア
マ

チ
ュ
ア
オ
ペ
ラ
団
に
所
属
し
て
い
た

が
、
渡
米
し
て
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽

院
を
修
了
、
声
楽
家
と
し
て
プ
ロ
の

道
を
踏
み
出
し
た
と
い
う
異
色
の
経

歴
の
持
ち
主
。
現
在
は
様
々
な
オ
ペ

ラ
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
人
気
を

博
し
て
い
る
。

　

そ
れ
が
、
１
年
前
の
高
校
同
期
の

新
年
会
で
再
会
、
意
気
投
合
し
て
二

人
で
何
か
や
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う

こ
と
に
。
そ
れ
で
実
現
し
た
の
が
こ

の
た
び
の
音
楽
会
。
大
津
さ
ん
の
歌

に
森
さ
ん
が
伴
奏
し
た
豪
華
な
組
み

合
わ
せ
で
、
高
校
同
期
な
ら
で
は
実

現
し
た
。
音
楽
会
の
題
名
「
は･

く

･

あ･

ぽ
こ
」
の
「
ぽ
こ
」
と
は
音

楽
用
語
で
少
し
ず
つ
を
意
味
す
る
ポ

コ 

ア 

ポ
コ
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の

で
、
小
さ
な
音
楽
会
と
い
う
こ
と
で

名
づ
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
日
歌
わ
れ
た
石
川
啄
木
や
宮

澤
賢
治
も
白
堊
の
先
輩
。
音
楽
会
の

会
場
も
小
さ
な
サ
ロ
ン
と
い
っ
た
様

子
で
、
い
か
に
も
ポ
コ
ら
し
い
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
で
、
親
し
み
や
す
く
も
素

晴
ら
し
い
音
楽
を
堪
能
す
る
こ
と
が

で
き
た
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
。

●「
自
彊
寮
」
来
春
廃
止
！

    「
惜
別
の
会（
仮
称
）」な
ど
実
施
予
定

　

盛
岡
一
高
の
男
子
寮
「
自
彊

寮
」
が
、
２
０
１
９
年
の
新
年
度

か
ら
入
寮
募
集
を
停
止
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
３
月
で
閉
鎖
さ
れ
ま
す

が
、
在
京
の
自
彊
寮
Ｏ
Ｂ
の
方
の

把
握
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

「
惜
別
の
会
（
仮
称
）」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
の
ご
案
内
を

し
ま
す
の
で
、
該

当
者
は
事
務
局
へ

至
急
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

音
楽
家
だ
が
、
演
目
は
、
歌
曲
を
中

心
に
計
９
曲
。こ
の
う
ち
、ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ
の
「
ヴ
ォ
カ
リ
ー
ズ
」
は
、
ピ

ア
ノ
の
歌
曲
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た

曲
だ
が
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
様
々
な

楽
器
で
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

て
、
実
は
歌
わ
れ
る
の
は
珍
し
い
よ

う
で
、
こ
の
作
品
を
大
津
は
初
め
哀

調
を
帯
び
た
歌
い
出
し
か
ら
次
第
に

盛
り
上
が
る
曲
想
を
力
強
く
歌
い

き
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
石
川
啄
木
の
詞
に
越
谷
達

之
助
が
曲
を
付
け
た
「
初
恋
」
で
は
、

や
は
り
曲
想
を
つ
か
ん
で
朗
々
と
歌

い
上
げ
て
感
動
的
だ
っ
た
。
続
い
て

歌
わ
れ
た
宮
澤
賢
治
詞
、
保
坂
文
昭

「
レ
ディ
ス
会
」参
加
者
募
集

「は・く・あ・ぽこ」コンサート風景

は・く・あ・ぽこ新執行部体制で初の総会
　昨年の第50回記念総会で戸田純新会長 （S48
卒）、三浦千波副会長（S50卒）、國本聡副会長

（S57卒）体制へのバトンタッチが承認されま
した。戸田新執行部の門出を祝福し、年号も

「平成」から新しい年号に代わります。
　「踏襲すべきは踏襲し、見直すべきは見直し
たい」と抱負を語る戸田新会長の元、同窓生
が年次を超えて交流し語り合う同窓会をいっ
しょに盛り立てて行きましょう。会員の皆様
のご参加・ご協力をよろしくお願いいたします。

がっちりスクラムを組む戸田純会長（中央）と三浦千波
副会長（向かって左）、國本聡副会長（同右）。〈2018総会〉

　

第
15
回「
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
」

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
：
２
０
１
９
年
６
月
22
日
㈯　

受
付
：
11
時
半
～　

開
始
：
12
時
～
15
時

場
所
：Sun –m

i 

高
松
本
店

　
　
　

中
央
区
銀
座
６-

３-

９

　
　
　
（
電
話 

０
３-

５
５
６
８-

３
３
０
０
）

　
　
　

地
下
鉄
銀
座
駅 

徒
歩
２
分

　
　
　
（
Ｃ
２
出
口
）

会
費
：
５
千
円

※
ゲ
ス
ト
未
定
。
詳
細
は
お
っ
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。 

戸
来
ソ
ウ
子
（
Ｓ
40
卒
）廃止される緑が丘の「自彊寮」
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　11回目を迎えた今回、会場設営後のオー
プニングパーティーを会場で行い、ゆっくり
と歓談できました。開催期間中に 41 会が
会場の画廊で同期会を行うなど、さまざま
な交流の場として利用されるようになりま
した。今年もどうぞ便利にご活用ください。

「白堊芸術祭」会場で同期会も！

第8回

戸田忠祐さん（S20卒・左）の
ご著書『Gook manノート』を
紹介する三浦千波さん（S50卒）

2018 白堊芸術祭平成30年12月10日（月）〜15日（土）
会場：文房堂 ４階ギャラリー

（神田駿河台下）

白堊芸術祭での「歌の祭り」にて（2018.12.13）

〈出展リスト〉

会場設営を終えて（2018.12.9）

設営後、会場でオープニングパーティー（2018.12.9）

▲福田 隆（S49 卒）

　〈甲斐駒ケ岳〉
▲毛利 洋子（S41卒）

    〈カマイユ技法による静物〉

◀及川 昭伍（S25卒）

　 〈宇宙 〜焼締
    　　破球体花入〜〉

▲坂本 務（S44卒）

　 〈白い帽子の女〉

 伊藤 総▶
　 （S55卒）  

〈航空縮図〉

▲三浦 千波（S50卒）〈風 景 〉

▲菊池 雅子 （S44卒）〈刻の語らい〉
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▲伊藤 公雄（S34卒） 〈静 物〉

▲柏木 宣郎（S36卒） 〈円覚寺参道〉

▲森 豊彦（S40卒）  

    〈獅子踊り〉

▲伊東 明子（S50卒）   〈紅 花〉

▲小山 卓也（S32 卒）  〈ふるさとの海〉

▲戸田 忠祐（S20卒） 

　 〈ふるさとの城址〉

▲南舘 英孝（S36卒）  〈橋 〉

▲金濵 雄次（S38卒） 

　 〈十月の昼下がり〉

▲千葉 祐治（S41卒） 
   〈モルゲンロート〉

▲八重樫 誠司（S53卒）

　 〈切り込み隊長（キリコ見たいっちょ）〉

▲宮野谷 篤（S53卒）  

　  〈五月晴れ富士遥か〉

▲及川 宣幸（S42卒）

　 〈トリスタン…
　   あるいは氷のエクスタシー〉

▲工藤 宏子（S37卒） 

　 〈チャグチャグ馬っこ（夫婦）〉
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▲村野井 徹夫（S35卒）   〈畝 り〉

▲柳内 久俊（S43卒） 

　 〈山紫水明  ー津軽石川ー〉
▲吉田 春雄（S38卒） 〈一期一会〉

▲馬場 信（S41卒）

　 〈渥美半島伊良湖岬灯台〉

▲紀 章（S56卒）〈花 空〉

村谷 尚▶
（S54卒）

   〈江戸の舟遊び〉

▲戸田 純（S48卒）

    〈そんなに見つめないで…〉

▲村上 忠司（S32卒） 〈ふるさと  冬〉

▲玉澤 健児（S43卒） 

　〈ヘレン環礁
　（ミクロネシア）のカスミアジ〉

▲畠 順一郎（S41卒） 

〈フランクロイドライトの椅子〉

　　　平野 惠子▶
　　　　　　（S53卒）

  　　　    〈Snow hole〉

宮沢賢治朗読と
白堊歌会作品
展示コーナー
●五行歌・短歌
稲垣 裕雄（伊奈裕・S38卒）
山田 武秋（S42卒）
小川 瑞子（はま栗・S48卒）
木下 明子（瀧津泉・S52卒）
村谷　 尚（S54卒）
青山すみれ（白堊歌会会員）

●宮沢賢治朗読
　「注文の多い料理店」
野口 田鶴子（S40卒）

◀藤澤 貢（S61卒）

 〈写日記 - 2018 -〉
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▲坂本 美枝子（S45卒）

     〈クリスマスリース〉

◀水原 滋（S50卒）

    〈HAKUART 2018〉

▲田村 仁（S50卒） 〈觀〉

▲武田 夏実 
　 （武田素虹・S53 卒）

   〈「石山切伊勢集」   
     臨書〉

▲三浦千江美
　（S53卒）

   〈臨 粘葉本和漢
　  朗詠集〉

◀
國
分 

智
子
（
Ｓ
32
卒
）

  〈
伊
都
内
親
王
願
文
「
側
聞
惟
父
惟
母
…
」〉

▲晴山 康夫（S45卒）〈朝 顔〉

▲淺沼 榮一
    （淺沼一道・Ｓ 27 卒）  

   〈百 福〉
※淺沼一道さんは2018年
8月12日ご逝去されました。

◀
佐
藤 

法
雄
（
佐
藤
容
齋
・
Ｓ
50
卒
）

  

〈
吟
風
弄
月
〉 ▲池上  敦子

   （S50卒）  

　 〈皇后陛下の
     詠まれた歌〉

▲辻田 よね子
　 （辻 やのか・S55卒）　 　
　 〈NE・GA・I〉

◀
    

▲小原 隆史（S41卒）

    〈岩手の花灯り
　  （山百合  姥百合  高砂百合）〉

▲佐々木  美枝子  
   （S43卒）   

　 〈清 浄〉

▲佐々木  美枝子  

▲菊池 輝彦（S38卒） 〈アジサイ〉▲菊池 輝彦菊池 輝彦（S38卒） 〈アジサイ〉

▲戸澤 聰
　（S40卒） 

   〈岩手山〉

（「何処にか流れのあら
む尋ね来し遠野静かに
水の音する」）

◀
間
瀬 

隆
男
（
Ｓ
36
卒
）

  〈
忠
実
自
彊
と
啄
木
先
輩
の
う
た
〉

「歌の祭り」（2018.12.13）
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〈
開
催
概
要
〉

日
時
：
２
０
１
９
年
８
月
11
日
㈰

受
付
開
始
：
11
時
30
分

開
演
：
12
時
～
17
時

会
場
：
笹
塚
「
ブ
ル
ー
テ
ィ
」

　
　
　

渋
谷
区
笹
塚
１-

61-

８

電
話
：
０
３-

３
３
１
９-

２
６
４
９

会
費
：５
千
円
（
食
事
代
＋
飲
物
代
）

エ
ン
ト
リ
ー
曲
数
：
１
人
２
曲
以
内

申
込
先
：
高
橋
利
宏
さ
ん（
Ｓ
41
卒
）

　

〒174-0064

　

板
橋
区
中
台
３-

27-

Ｇ-

８
０
１

　

電
話 

０
９
０-

６
４
７
６-

７
１
０
９

M
ail: toshi.takahashi@

i.softbank.jp

申
込
締
切
：
６
月
30
日
㈰

〈「
歌
の
祭
り
」
活
動
報
告
〉

●
２
０
１
８
白
堊
芸
術
祭

　

昨
年
12
月
13
日
㈭
14
時
よ
り
文

房
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
囲
ま

第 6 回在京白堊メディカルクラブ総会（2019.3.2）

「
歌
の
祭
り
」参
加
者
募
集

第
21
回
「
歌
の
祭
り
」

２
０
１
９
年
８
月
11
日
㈰
開
催

　
「
歌
の
祭
り
」
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問

わ
ず
歌
唱
を
楽
し
む
会
で
す
。
最

近
は
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
サ
ッ

ク
ス
（
お
琴
も
！
）
等
器
楽
演
奏

を
披
露
し
て
く
だ
さ
る
人
も
い
ま

す
。
次
回
、
第
21
回
は
左
記
の
通

り
開
催
し
ま
す
。
初
め
て
の
皆
さ

ん
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 柴 孝也さんの「瑞宝小綬章」叙勲祝い会場風景

「第20回 歌の祭り」（2019.2.3 笹塚ブルーティ）

2018白堊芸術祭での「歌の祭り」（2018.12.13 文房堂ギャラリー）

第
６
回
総
会
を
開
催

２
０
１
９
年
３
月
２
日
㈯

在
京
白
堊
メ
ディ
カ
ル
ク
ラ
ブ    

　

在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
は
、

２
０
１
９
年
３
月
２
日
㈯
、第
６
回

総
会
を
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
盛
岡
か

ら
、
村
上
圭
一
現
盛
岡
一
高
校
長
、

谷
村
邦
久
前
白
堊
同
窓
会
会
長
、

岩
手
県
医
療
局
３
名
の
参
加
も
あ

り
、
総
勢
38
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
東
北
大
学
大
学
院

医
学
系
研
究
科
て
ん
か
ん
学
分
野

教
授
の
中
里
信
和
さ
ん
（
Ｓ
53
卒
）

に
、「
あ
ん
し
ん
、
あ
っ
た
か
、
あ

か
る
く
、
て
ん
か
ん
」
と
い
う
演

題
名
で
、
て
ん
か
ん
と
い
う
病
気

に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

総
会
の
後
、
懇
親
会
で
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。
会
員
か
ら
の
紹
介

も
あ
り
年
を
追
う
毎
に
参
加
人
数

は
す
こ
し
ず
つ
増
え
て
お
り
ま
す
。

総
会
の
お
知
ら
せ
等
は
今
後
も「
ｅ

在
京
白
堊
会
」
サ
イ
ト
で
情
報
を

更
新
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
確
認

下
さ
い
。

　

医
療
関
係
業
務
に
携
わ
る
在
京

白
堊
会
会
員
の
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
新
規

会
員
情
報
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

（
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ

事
務
局   

志
和
成
紀 
Ｓ
58
卒
）

●
柴
孝
也
さ
ん
「
瑞
宝
小
綬
章
」

　

受
章
で
盛
大
に
祝
賀
会

　

平
成
30
年
秋
の
叙
勲
で
在
京
白

堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
代
表
幹
事

の
柴
孝
也
さ
ん
（
Ｓ
33
卒
）
が
「
瑞

宝
小
綬
章
」
を
受
章
。
作
家
の
伊
集

院 

静
さ
ん
や
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ

ル
ク
ラ
ブ
の
志
和
利
彦
さ
ん
（
Ｓ
47

卒
）
ら
が
発
起
人
と
な
り
、 

平
成
31

年
１
月
19
日
、
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ

ル
「
天
空
」
で
盛
大
な
祝
賀
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
42
年
間
衆
議
院
医

務
室
に
貢
献
し
て
い
た
こ
と
や
、
読

売
巨
人
軍
、
東
京
ド
ー
ム
の
嘱
託
医

と
し
て
永
年
貢
献
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
祝
賀
会
に
は
衆
議
院
議
員

の
階
猛
さ
ん
（
Ｓ
60
卒
）、
千
葉
県

知
事
の

森
田
健

作
さ
ん

ほ
か
プ

ロ
野
球

界
か
ら

王
貞
治

さ
ん
、

堀
内
恒

夫
さ
ん
、

江
夏
豊

さ
ん
な

ど
の
著
名
人
が
多
数
参
加
。
白
堊
同

窓
も
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ

ブ
が
26
名
、
在
京
白
堊
会
５
名
の

計
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

乾
杯
の
ご
発
声
は
、
白
堊
同
窓
で

最
年
長
者
の
及
川
昭
伍
さ
ん
（
Ｓ
25

卒
）。
会
の
締
め
く
く
り
は
泉
山 

肇

さ
ん（
Ｓ
58
卒
）の
音
頭
で
、柴
さ
ん

を
加
え
た
総
勢
32
人
が
盛
岡
一
高

校
歌
を
斉
唱
、
エ
ー
ル
を
お
く
っ
て

祝
福
し
ま
し
た
。

 

（
志
和
成
紀 

Ｓ
58
卒
）

れ
な
が
ら
、
歌
の
祭
り
有
志
16
名

が
歌
唱
、
器
楽
演
奏
等
を
披
露
し
ま

し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

●
第
20
回
「
歌
の
祭
り
」

　

本
年
２
月
３
日
㈰
午
後
12
時
よ

り
笹
塚
ブ
ル
ー
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
Ｓ
20
年
卒
の
及
川
喜
一
さ
ん

（
初
参
加
！
）
か
ら
Ｓ
63
年
卒
の
大

津
さ
ん
ま
で
、
43
年
次
に
及
ぶ
幅

広
い
年
齢
層
の
25
名
が
参
加
、
シ
ャ

ン
ソ
ン
、
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
、
オ
ペ
ラ

の
ア
リ
ア
か
ら
演
歌
、
民
謡
ま
で
多

彩
な
曲
目
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
第
20
回
を
迎
え
た

今
回
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
プ

ロ
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
、
す
ざ
き
ち

え
さ
ん
を
お
招
き
し
、
す
ば
ら
し
い

歌
唱
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
記
念
の
会
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
大

な
会
に
な
り
ま
し
た
。



在京白堊会報　2019年3月（第46号） （８）

「
顔
真
卿
展
」
を
鑑
賞

２
０
１
９
年
２
月
13
日
㈬

  

ル ・サ
ロ
ン・ブ
ラ
ン
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ

　

本
年
２
月
13
日
㈬
、
上
野
の
東

京
国
立
博
物
館
で
開
催
中
の
「
顔

真
卿
展
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
12
名
。
顔
真
卿
の
劇
跡
「
祭

姪
文
稿
」
は
日
本
初
公
開
の
も
の
。

ほ
か
に
も
超
一
級
品
の
拓
本
や
日

中
の
書
の
名
品
が
こ
れ
で
も
か
と

い
う
ほ
ど
多
数
展
示
さ
れ
て
お
り
、

真
の
書
を
心
行
く
ま
で
鑑
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

（
案
内
人
・
佐
藤
法
雄 

Ｓ
50
卒
）

谷村邦久さん

谷
村
邦
久
・
前
白
堊
同
窓
会
長
（
岩
手
県
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
協
議
会
長
）

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
岩
手
県
誘
致
・
実
現
を
訴
え
る

「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進 

産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
２
０
１
９
年
１
月
18
日 

東
京
国
際
文
化
会
館
に
て

   

Ｉ
Ｌ
Ｃ

（
国
際
リ

ニ
ア
コ
ラ

イ
ダ
ー
）

は
、
直
線

型
加
速
器
に
よ
る
世
界
最
先
端
の
素

粒
子
物
理
学
の
実
験
施
設
で
す
。
地

下
100
㍍
、
全
長
20
㌖
の
地
下
ト
ン

ネ
ル
に
直
線
型
の
加
速
器
を
設
置

し
、
ほ
ぼ
光
の
速
さ
ま
で
加
速
さ
れ

た
電
子
と
陽
電
子
を
正
面
衝
突
さ
せ

る
こ
と
で
ビ
ッ
グ
バ
ン
直
後
の
宇
宙

の
状
態
を
再
現
し
、
質
量
の
源
と
な

る
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
を
大
量
に
作
り
出

し
、
未
知
の
素
粒
子
の
探
索
や
宇
宙

創
成
の
謎
、
物
質
の
起
源
な
ど
を
探

り
ま
す
。

　

こ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
建
設
を
日
本
に
誘

致
す
る
活
動
が
多
年
に
わ
た
っ
て

展
開
さ
れ
て
お
り
、
強
固
な
岩
盤
を

有
す
る
岩
手
県
の
北
上
山
地
が
最
適

地
と
さ
れ
世
界
の
研
究
者
に
大
き
な

期
待
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
ア
ジ
ア
初

の
大
型
国
際
科
学
機
構
が
誕
生
し
、

世
界
中
か
ら
数
千
人
の
研
究
者
・
技

術
者
と
そ
の
家
族
が
生
活
す
る
こ

と
と
な
り
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
よ

う
な
国
際
研
究
都
市
が
岩
手
県
に

形
成
さ
れ
ま
す
。

　
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
正
式
に
建
設
が
決
ま
っ

た
後
、
４
年
間
の
準
備
期
間
と
10

編
集
後
記

　

在
京
白
堊
会
は
創
立
50
年
を
迎

え
、
次
の
100
年
に
向
け
て
一
歩
を
進

め
る
第
51
回
総
会
を
50
歳
年
次
幹

事
で
は
な
く
有
志
の
幹
事
団
で
迎

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｔ
・
Ｓ
・
エ

リ
オ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
新
し
い
体
制
は

常
に
古
い
伝
統
の
学
び
か
ら
生
ま
れ

る
。今
回
が
ま
さ
に
そ
う
。『
50
年
史
』

の
対
談
に
も
あ
る
が
、
初
心
に
戻
る

形
だ
。
次
の
進
化
形
は
、
白
堊
の
伝

統
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
。（
Ｙ
）

年
間
の
建
設
期
間
を
経
て
２
０
３
０

年
以
降
の
運
用
開
始
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
に
よ
る
波
及
効
果
は

地
方
創
生
、
復
興
、
科
学
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
ら
に
は
人
材
育
成

と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
、

壮
大
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

現
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｌ
Ｃ
国
際
拠
点
を
基

盤
に
地
域
主
体
の
立
案
・
挑
戦
か
ら

生
ま
れ
る
「
世
界
に
つ
な
が
る
新
た

な
地
方
創
生
」
を
目
指
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

最
終
的
に
は
政
府
の
総
合
的
・
大

局
的
な
判
断
と
な
り
ま
す
が
、
地
元

の
み
な
ら
ず
国
民
の
皆
様
の
一
層

の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
活
動
を
加

速
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
絶
大
な

る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。      

  
  （

谷
村
邦
久  

Ｓ
41
卒
）        

特別寄稿 『
在
京
白
堊
会  

50
年
の
歩
み
』
発
送

　

在
京
白
堊
会
創
立
50
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
『
在

京
白
堊
会  

50
年
の
歩
み
』
が
２
月

21
日
に
完
成
、
会
費
納
入
者
に
配

布
さ
れ
ま
し
た
。
故
・
内
村
泰
会

長
（
Ｓ
39
卒
・
平
成
26 
年 

在
京
白

堊
会
第
３
代
会
長
に
就
任
。
平
成
28 

年
７
月
30
日
逝
去
）
が
発
起
し
て

平
成
27
年
９
月
30
日
に
第
１
回
編

集
委
員
会
を
開
催
、
以
後
約
３
年
半

を
か
け
、
総
会
や
各
年
次
同
期
会
50

年
の
活
動
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
記
念
誌
は
巻
頭
カ
ラ
ー

16
頁
で
写
真
で
み
る
「
50
年
の
歩

み
」を
掲
載
。
及
川
昭
伍
初
代
会
長
、

馬
場
信
第
２
代
会
長
の
対
談
、
会
員

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ
、
巻
末

の
年
表
、
歴
代
役
員
一
覧
な
ど
と
併

せ
て
、在
京
白
堊
会
50
年
の
歴
史
を

鮮
や
か
に
追
想
し
て
い
た
だ
け
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
記
念
誌
は
、
在
京
白
堊

会
の
Ｈ
30
年
度
の
年
会
費
を
１
月

31
日
ま
で
に
払
済
み
の
会
員
に
無

料
で
贈
呈
し
ま
し
た
が
、
若
干
部
数

に
予
備
が
あ
り
、
第
51
回
の
総
会

の
場
で
、
そ
の
後
の
年
会
費
支
払
者

に
無
償
で
、
さ
ら
に
追
加
希
望
者
に

は
有
料
（
２
０
０
０
円
）
で
お
分
け

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
総
会
の

受
付
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

２
０
１
９
年
２
月
完
成
、希
望
者
に
は
５
月
の
総
会
受
付
で
有
料
頒
布
も

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
歌
会
「
白
堊
歌
会
の
部
屋
」

は
ど
な
た
で
も
作
品
を
投
稿
で
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
掲
示
板
に
は
２
カ

月
に
一
度
、
会
員
の
作
品
を
投
稿
し

白
堊
歌
会

だ
れ
で
も
投
稿
で
き
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
歌
会
、

戸
田
忠
祐
さ
ん
の
講
演
も
予
定
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 2019年２月21日発行
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戸田忠祐（S20卒）著
『Gook manノート』
文芸社 1,700 円 + 税

て
い
ま
す
。
白
堊
芸
術
祭
最
終
日
は

恒
例
の
野
口
田
鶴
子
さ
ん
（
Ｓ
40
卒
）

に
よ
る
宮
沢
賢
治
と
白
堊
歌
会
の

作
品
の
朗
読
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
の
白
堊
芸
術
祭

で
は
、
昨
年
12
月
15
日
に
『Gook 

m
an

ノ
ー
ト　

卒
寿
か
ら
の
提
言
』

を
上
梓
さ
れ
た
戸
田
忠
祐
さ
ん
（
Ｓ

20
年
次
４
年
卒
）
の
講
演
会
を
主

催
す
る
予
定
で
す
。
白
堊
歌
会
で

は
故
・
小
川
達
雄
さ
ん
（
Ｓ
22
卒
）

が
学
徒
勤
労
動
員
の
体
験
を
お
話

さ
れ
ま
し
た
が
、
戸
田
さ
ん
の
ご
著

書
に
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

戦
中
戦
後
混
乱
期
の
体
験
を
直
接

お
伺
い
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
次
号
に
て
紹
介
し
ま
す
。




